










































護チームを割り振る「エリア・ライン制」を敷いた。9/30 に合同救護チーム活動終了まで、登録延べ 955 チームが参
加し、カバーした避難所数は最大 328 ヶ所であった。次の大災害に備えるため、我々は、次世代の災害医療人材育成、
大災害時に現地へ派遣可能な災害アドバイザー等のプール、企業とのパイプ役、災害時における情報収集機能構築・通































































蛇田中学校内、3/16 より専修大学内の 2 か所に定点
救護所を設けて支援救護チームを毎日派遣し、石巻赤
十字病院の過度な負担の軽減を図った。ニーズがなく
なり 4/10 に閉鎖するまで、両救護所併せてのべ 3704
名を診療した。







































































































１） 地 震 調 査 研 究 本 部 HP http://www.jishin.go.jp/
main/p_hyoka02.htm
